
平成 30年度	 人	 事	 異	 動	 概	 要

平成30年 4月 1日 付けで部長職、次長職、課長職等の人事異動を行いま九

1	 異動規模等

昇任者数は、部長職が5人、次長職が10人、課長職が22人 (医師を除く)と なりました。

異動率(病院医師を除く)t)の マイ宅な
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※	 かっこ内は病院医師人数を含めた数で、平均年齢は病院医師を除いたもの。
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建設部次長															 松浦	裕仁 (53歳 	O	ll)
建設部次長															 渡部	 晃士 (58歳 	6月 )

選挙管理委員会事務局長									 関		 朋至 (53歳 	2月 )

水道局次長															 清水	 啓嗣 (57歳	0月 )

2概 要

平成 30年度の人事異動については、市民プールを含む複合施設の基本方針の策定や、都市
マスタープラン策定のために専任の職員を配置したほか、効率的 効果的に業務を遂行するた

めの人員の配置や組織の見直しを行いました。

く主な改正点>

○	 総務部
市民プールと総合体育館との複合施設の建設に向け、担当主幹を配置

人材育成のため、総務省自治行政局、国士交通省北海道運輸局、株式会社北海道銀行ヘ

職員を派遣。

平成 30年度の業務量を鑑み、組織改革担当次長をコンプライアンス推進室長との兼務

0	 生活環境部
北しリベし廃棄物処理広域連合担当部長を担当次長に振春

○	 福祉部
小樽市社会福祉協議会担当部長を担当次長に振替

○	保健所
・	 平成 28年 5月 から不在であった保健所長を補充

O	 建設部
今年度から都市マスタープラン策定業務が本格化するため、担当主幹を配置

H,ュ 112,-1-3	 新設、廃止等をした役職

【部長職I

新設	増員 廃 止

生活環境部北しリベし廃棄物処理広域連合担当

部長

福祉部小樽市社会福祉協議会担当部長

病院局小樽市立病院看護部総合調整担当部長

【次長職I

新設	増員 廃	 止

生活環境部北しリベし廃棄物処理広域連合担当

次長

福祉部小樽市社会福祉協議会担当次長



【課長職】

新設	増員 廃 上

総務部企画政策室主幹 (新 F民プール担当)

建設部主幹 (都市マスター‐担当)

総務部担当主幹 (マイナンバー担当)

病院局小樽市立高等看護学院教務主幹


